
「環境行動計画」
11重点プロジェクト
水に関する重点
プロジェクト

豊かな地下水を保全する
（地下水保全の指針づくり）

歩いて楽しいまちづくり
（水景観の活用）

環境について教え学び、
取り組む仕組みづくり

（学校・公民館などでの学習）
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特集　水環境の保全に向けて

三角島ふるさとの森プロジェクト
三角島は、万水川と蓼川と欠川に囲まれた緑
あふれる場所で、以前は子供たちが魚とりや
水泳をして遊んだ場所です。平成 21 年より本
プロジェクトがスタートし、自然観察会や外来
種の駆除などの環境整備を行っています。
（写真上　アレチウリ駆除活動）

拾ヶ堰応援隊
先人の遺業である延長 15㌔メートルの拾ヶ堰
を見守り、川をきれいにする活動をしています。
内容は草取り、ウオーキング、生物の調査に加
え、川に親しむ楽しいイベントも実施しています。
（写真中　拾ヶ堰の草刈り）

NPO法人川の自然と文化研究所
身近な川を調べ、地域文化との関係や生物
のすみかとしての成り立ちを考え、今後の川の
姿を提言しています。毎年「川の自然と文化
講演会」を開催しているほか、ニュースレター
の発行、自然観察会の開催・支援を行ってい
ます。
（写真下　自然観察会の様子）

養魚用
60,034 
39.5%

事業用
38,366 
25.2%

水道用
36,927 
24.3%

農業用
16,154 
10.6%

家庭用
555 
0.4%

地下水汲み上げ量の状況
（用途別利用量）

出典：市水資源対策協議会
　　　H19地下水利用実態調査

一日当たり
152,036
立方㍍/日


